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校
了
、
令
和
２
年

９
月
に
完
成
し
ま

し
た
。

　「
行
政
編
」
は
、

９
編
約
１
２
０
０

ペ
ー
ジ
で
構
成
し

昭
和
34
年
以
降
に

役
場
が
行
っ
て
き

た
主
な
事
業
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　役
場
の
各
課
が
行
っ
て
き
た
目
玉

事
業
を
紹
介
し
、
日
南
町
が
歩
ん
で

き
た
60
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
貴
重
な
写
真
も
数
多

く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　町
内
７
つ
の
地
域
の
特
色
に
つ
い

て
紹
介
し
た
も
の
が
「
地
域
編
」
で

す
。　約

８
０
０
ペ
ー
ジ
で
構
成
し
、
地

域
に
お
い
て
60
年
の
間
に
ど
の
よ
う

な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
を
紹
介
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
地
域
の
成
り
立
ち

や
地
名
の
由
来
、
地
区
の
特
色
な
ど

様
々
な
事
項
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　「
地
域
編
」
の
町
内
各
地
域
の
自

慢
で
す
。
町
に
住
ん
で
い
て
も
、
自

分
の
居
住
地
域
以
外
に
つ
い
て
は
知

ら
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
で

　昭
和
34
年
の
日
南
町
誕
生
以
降
、

60
年
間
に
わ
た
る
町
の
歴
史
を
綴

り
ま
し
た
。
様
々
な
分
野
で
行
わ

れ
て
き
た
町
の
事
業
を
と
り
あ
げ

た
「
行
政
編
」
と
、
自
治
会
（
地

区
）
単
位
で
地
域
の
特
色
な
ど
を

紹
介
し
た
「
地
域
編
」
に
分
か
れ

て
い
ま
す
。

　平
成
26
年
度

に
最
初
の
審
議

会
が
開
催
さ
れ
、

故
増
原
町
長
が

審
議
会
に
諮
問

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
に

は
、
専
任
職
員

を
配
置
し
、
具

体
的
な
方
向
性
の
検
討
が
は
じ
ま

り
、
主
な
章
立
て
・
構
成
や
取
り

上
げ
範
囲
な
ど
に
つ
い
て
町
長
に

答
申
さ
れ
ま
し
た
。

　平
成
28
年
、
編
集
委
員
会
を
設

置
し
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て

協
議
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
編
で
は

主
に
役
場
Ｏ
Ｂ
に
、
地
域
編
で
は

各
自
治
会
単
位
か
ら
選
出
さ
れ
た

方
々
に
助
言
や
意
見
等
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　平
成
29
年
か
ら
本
格
的
な
執
筆

を
開
始
し
、
令
和
元
年
度
中
頃
に

し
ょ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
行

事
や
特
色
が
あ
り
、
面
白
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　「
地
域
編
」
の
巻
末
に
日
南
町
内

の
民
話
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
た
く

さ
ん
あ
る
民
話
の
中
か
ら
11
話
を
厳

選
し
ま
し
た
。
町
内
の
場
所
が
舞
台

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
じ
場
所
に

行
っ
て
み
て
思
い
を
は
せ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。

　今
回
の
町
史
は
昭
和
34
年
か
ら
現

代
ま
で
の
出
来
事
を
綴
っ
て
い
ま
す
。

前
回
の
『
日
南
町
史
』
で
は
明
治
時

代
か
ら
昭
和
時
代
ま
で
を
取
り
上
げ

て
い
る
の
で
、
今
後
、
古
代
か
ら
江

　昭
和
59
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
日
南

町
史
』
に
続
き
、
令
和
２
年
９
月

『
続
日
南
町
史
』
を
発
刊
し
ま
し
た
。

礎
的
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　米
山
は
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
後

世
に
残
す
こ
と
に
非
常
に
強
い
意
志

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
米
山

が
『
日
野
郡
野
史
』
が
完
成
し
た
際

に
読
ん
だ
歌
の
中
に
次
の
よ
う
な
歌

が
あ
り
ま
す
。

　あ
ら
う
れ
し

　苔
の
下
に
て

わ
れ
き
か
む

　こ
の
野
史
よ
み
て

　笑
う
人
声

　自
分
が
作
っ
た
『
日
野
郡
野
史
』

を
後
世
の
人
た
ち
が
興
味
深
く
読
ん

で
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
歌
っ
た
も

の
で
す
。

　こ
の
『
続
日
南

町
史
』
も
長
く
後

世
ま
で
町
民
に
親

し
ま
れ
る
も
の
に

な
る
こ
と
を
期
待

し
ま
す
。

※

雅
号…

文
筆
家
な
ど
が
本
名
の
他

　に
つ
け
る
別
名

※

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
も
つ
い
て
い
る
の
で
是

　非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　町
史
編
さ
ん
事
務
局
（
教
育
委
員
会)

　
　
　
　Ｔ
Ｅ
Ｌ

　８
２－

１
１
１
８

戸
時
代
ま
で
の
歴
史
の
編
さ
ん
が

望
ま
れ
ま
す
。

　か
つ
て
、

佐
木
谷
村
に

『
日
野
郡
野

史
』
や
『
日

野
郡
史
』
の

編
さ
ん
に
携
わ
っ
た
坪
倉
鹿
太
郎

（
雅
号

：

米
山
）
が
い
ま
し
た
。

日
野
郡
か
ら
『
日
野
郡
史
』
の
調

査
員
に
任
じ
ら
れ
ま
す
が
時
間
が

か
か
り
す
ぎ
た
た
め
、
罷
免
さ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
、
個
人
で
『
日
野
郡
野
史
』

と
い
う
地
誌
・
歴
史
書
を
作
り
上

げ
、
日
野
郡
に
提
出
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
評
価
さ
れ
、
大
正
十
四
年

に
完
成
す
る
『
日
野
郡
史
』
の
基

日南町史
豆知識クイズ

Ｑ1Ｑ2
日
南
町
に
な
る
前
に
は
ど

ん
な
村
が
あ
っ
た
の
？

Ｑ3Ｑ4
背
表
紙
の
「
続
日
南
町
史
」

と
い
う
文
字
は
誰
が
書
い

た
も
の
？

背
表
紙
の
「
続
日
南
町
史
」

と
い
う
文
字
は
誰
が
書
い

た
も
の
？

Ｑ1

　中
村
町
長
で
す
。

A

　一
番
標
高
の
高
い
場
所

は
２
カ
所
あ
り
、
岩
樋
山

山
頂
と
岩
樋
山
と
道
後
山

の
中
間
に
あ
る
無
名
の
盛

り
上
が
り
部
分
で
標
高
は

１
２
７
１
ｍ
で
す
。

　一
等
三
角
点
を
持
つ
道

後
山
の
山
頂
は
広
島
県
庄

原
市
に
あ
り
標
高
１
２
６

８
ｍ
で
す
が
、
岩
樋
山
や

無
名
の
峰
を
含
む
一
帯
を

山
腹
と
し
て
、
ま
と
め
て

道
後
山
と
表
現
す
る
場

合
、
道
後
山
の
標
高
は
１

２
７
１
ｍ
と
な
り
ま
す
。

A

　５
つ
の
町
村
が
あ
り
ま

し
た
。

　伯
南
町
、
高
宮
村
、
多

里
村
、
石
見
村
、
福
栄
村

で
す
。

　昭
和
の
大
合
併
以
前
も

何
度
か
合
併
が
あ
り
ま
し

た
。
明
治
10
年
に
地
方
自

治
制
度
が
始
ま
る
ま
で
は

江
戸
時
代
か
ら
続
い
て
い

た
村
が
日
南
町
だ
け
で
１

０
０
村
近
く
存
在
し
て
い

ま
し
た
。

A

　戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時

代
に
か
け
て
、
尼
子
氏
の

家
臣
で
「
森
脇
市
正
」
と

い
う
戦
国
武
将
が
い
ま
し

た
。
出
雲
国
（
島
根
県
東

部
）
で
活
躍
し
た
人
で
す

が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
墓

は
日
南
町
福
万
来
の
長
楽

寺
に
あ
り
ま
す
。

A
日
南
町
で
一
番
標
高
の
高

い
「
場
所
」
は
ど
こ
？

日
南
町
で
一
番
標
高
の
高

い
「
場
所
」
は
ど
こ
？

Ｑ2
日
南
町
に
な
る
前
に
は
ど

ん
な
村
が
あ
っ
た
の
？

Ｑ3
有
名
な
人
の
お
墓
は
あ
る

の
？
有
名
な
人
の
お
墓
は
あ
る

の
？

Ｑ4

続
日
南
町
史
と
は

発
刊
ま
で
の
道
の
り

「
行
政
編
」

　
　に
つ
い
て

「
地
域
編
」
に
つ
い
て

注
目
ポ
イ
ン
ト
（
読
み
ど
こ
ろ
）

民
話
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

書
き
き
れ
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　エ
ピ
ソ
ー
ド

そ
の
他

タマネギ栽培の

　　　　　　石碑!?

　日南町茶屋の大仙谷集落には、こ
の地域でタマネギの栽培が始まった
ことを記念する石碑が残っています。
　当時、タマネギはまだ珍しい野菜
だったようです。今は当たり前にお
店で販売されている野菜ですが、明
治時代の人たちの心の中で、印象深
かったのではないでしょうか。

お
問
い
合
わ
せ

続日南町史が
発刊されました

※

べ
い  

ざ
ん

ろ
く   

た   

ろ
う


